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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
光源と前記光源から出射された光を集光するコリメータレンズのうちの一方を保持する第
１の保持体と、　前記光源と前記コリメータレンズのうちの他方を保持する第２の保持体
と、　頭部と前記頭部に接続されたロッド部とを有する係止部材と、を備え、　前記第１
の保持体は、前記第２の保持体に向かって突出する第１の突出部を有するとともに、前記
第１の突出部は貫通孔を有し、　前記第２の保持体は、前記第１の保持体に向かって突出
し、前記第１の突出部を受ける第２の突出部を有するとともに、前記第２の突出部は受け
穴を有し、　前記係止部材のロッド部は前記貫通孔と前記受け穴に挿入されており、前記
係止部材の頭部は封止剤により封止されていることを特徴とする光源装置。　　
【請求項２】
前記第１の保持体は前記光源を保持し、前記第２の保持体は前記コリメータレンズを保持
する請求項１に記載の光源装置。　　
【請求項３】
前記第１の保持体は前記コリメータレンズを保持し、前記第２の保持体は前記光源を保持
する請求項１に記載の光源装置。　　
【請求項４】
前記係止部材の頭部は、前記係止部材が第１の保持体又は第２の保持体に遊嵌された状態
で、前記封止剤により封止されていることを特徴とする請求項１乃至請求項３の何れかに
記載の光源装置。　　
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【請求項５】
前記第１の保持体と前記第２の保持体とを固定する固定部材をさらに備え、　前記係止部
材が挿入される前記貫通孔の貫通方向は、前記固定部材の固定方向と異なることを特徴と
する請求項１乃至請求項４の何れかに記載の光源装置。　　
【請求項６】
前記第１の突出部は、前記係止部材の頭部を収納する凹穴部を有し、　前記係止部材の頭
部が、前記凹穴部に収納された状態で、封止剤により封止されていることを特徴とする請
求項１乃至請求項５の何れかに記載の光源装置。　　
【請求項７】
前記係止部材のロッド部には雄ネジが形成され、　前記貫通孔は、前記係止部材のロッド
部よりも直径が大きく、　前記受け穴には前記雄ネジと螺合する雌ネジが形成されている
ことを特徴とする請求項１乃至請求項６の何れかに記載の光源装置。　　
【請求項８】
前記第１の突出部は、前記第１の保持体の周囲に形成され、前記貫通孔は、前記第１の保
持体の一側面を貫通することを特徴とする請求項１乃至請求項７の何れかに記載の光源装
置。　　
【請求項９】
前記第１の突出部には少なくとも３つの前記貫通孔が形成され、前記貫通孔のうちの１つ
と前記第１の突出部の端部との間の距離と、前記貫通孔の残りと前記第１の突出部の端部
との間の距離とは異なることを特徴とする請求項１乃至請求項８の何れかに記載した光源
装置。　　
【請求項１０】
請求項１乃至請求項９の何れかに記載の光源装置と、　前記光源装置の発する光の光軸を
調整する導光光学系と、　表示素子と、　前記調整された光を前記表示素子に導く光源側
光学系と、　前記表示素子により形成される光学像をスクリーンに投影する投影側光学系
と、　前記光源装置及び前記表示素子を制御するプロジェクタ制御手段と、を備えたこと
を特徴とするプロジェクタ。　　
【請求項１１】
前記貫通孔は、前記光源装置の下面に形成されており、　前記光源装置は前記プロジェク
タの底面に設けられる開口部内に配置されていることを特徴とする請求項１０に記載のプ
ロジェクタ。　　
【請求項１２】
請求項１乃至請求項９の何れかに記載の光源装置をプロジェクタに組み込む光源装置の組
み込み方法であって、　（ａ）前記コリメータレンズの光軸と前記光源の光軸とを合わせ
る工程と、　（ｂ）固定ネジにより前記第２の保持体と前記第１の保持体とを固定する工
程と、　（ｃ）前記工程（ｂ）の後に、前記光源装置をプロジェクタの筐体内に組み込む
工程と、　（ｄ）前記プロジェクタの光学特性を調整する工程と、　（ｅ）前記工程（ｄ
）の後に、前記係止部材を前記貫通孔に挿入する工程と、　（ｆ）前記プロジェクタの総
合検査を行う工程と、　（ｇ）前記工程（ｆ）の後に、前記係止部材の頭部を前記封止剤
で封止する工程と、を含むことを特徴とする光源装置の組み込み方法。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プロジェクタに組み込む光源装置、プロジェクタ、及びこの光源装置の組込
み方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　今日、パーソナルコンピュータの画面やビデオ画像、更にメモリカード等に記憶されて
いる画像データによる画像等をスクリーンに投影する画像投影装置としてのデータプロジ
ェクタが多用されている。このプロジェクタは、光源から射出された光をＤＭＤ（デジタ
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ル・マイクロミラー・デバイス）と呼ばれるマイクロミラー表示素子、又は、液晶板に集
光させ、スクリーン上にカラー画像を表示させるものである。
【０００３】
　このようなプロジェクタにおいて、従来は高輝度の放電ランプを光源とするものが主流
であったが、近年、光源として発光ダイオードやレーザーダイオード、あるいは、有機Ｅ
Ｌ、蛍光体等を用いる種々のプロジェクタの開発が多々なされている。
【０００４】
　ところで、プロジェクタ内から光源としてのレーザーダイオード等が故意に取り出され
、他の用途に転用される、レーザー光に誤って被曝する、等の不具合が生じる虞がある。
例えば、特許文献１には、レーザー装置からレーザー共振器を故意に取り外し、レーザー
共振器を他の用途に転用するのを防止するレーザー装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００１－２６７６７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１は、レーザー共振器が取り外された場合にそのレーザー共振
器の一部が破壊される技術を示すレーザー装置であり、レーザー装置から光源を取り外し
困難な構造を示すものではない。
【０００７】
　本発明は上述したような従来技術の問題点に鑑みてなされたものであり、製造時に煩雑
な工程を行うことなく、簡単な構造で、動作検査に合格したプロジェクタ筐体内の光源装
置の光源を他の用途に用いるために取外すことを防止可能なプロジェクタ、光源装置、及
びプロジェクタの製造方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
本発明に係る光源装置は、光源と前記光源から出射された光を集光するコリメータレンズ
のうちの一方を保持する第１の保持体と、前記光源と前記コリメータレンズのうちの他方
を保持する第２の保持体と、頭部と前記頭部に接続されたロッド部とを有する係止部材と
、を備え、前記第１の保持体は、前記第１の保持体から前記第２の保持体に向かって突出
する第１の突出部を有するとともに、前記第１の突出部は貫通孔を有し、前記第２の保持
体は、前記第２の保持体から前記第１の保持体に向かって突出し、前記第１の突出部を受
ける第２の突出部を有するとともに、前記第２の突出部は受け穴を有し、前記係止部材の
ロッド部は前記貫通孔と前記受け穴に挿入されており、前記係止部材の頭部は封止剤によ
り封止されていることを特徴とする。 
【０００９】
　また、本発明に係るプロジェクタは、上述の光源装置と、前記光源装置の発する光の光
軸を調整する導光光学系と、表示素子と、前記調整された光を前記表示素子に導く光源側
光学系と、前記表示素子により形成される光学像をスクリーンに投影する投影側光学系と
、前記光源装置及び前記表示素子を制御するプロジェクタ制御手段と、を備えたことを特
徴とする。
【００１０】
さらに、本発明に係る光源装置の組込み方法は、上述の光源装置をプロジェクタに組み込
む光源装置の組み込み方法であって、　（ａ）前記コリメータレンズの光軸と前記光源の
光軸とを合わせる工程と、　（ｂ）固定ネジにより前記第２の保持体と前記第１の保持体
とを固定する工程と、　（ｃ）前記工程（ｂ）の後に、前記光源装置をプロジェクタの筐
体内に組み込む工程と、　（ｄ）前記プロジェクタの光学特性を調整する工程と、　（ｅ
）前記工程（ｄ）の後に、前記係止部材を前記貫通穴に挿入する工程と、　（ｆ）前記プ
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ロジェクタの総合検査を行う工程と、　（ｇ）前記工程（ｆ）の後に、前記係止部材の頭
部を前記封止剤で封止する工程と、を含むことを特徴とする。
 
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、製造時に煩雑な工程を行うことなく、簡単な構造で、検査に合格した
プロジェクタ筐体内の光源装置の光源を他の用途に用いるために取り外すことを防止可能
な、プロジェクタに組み込む光源装置、プロジェクタ、及び光源装置の組込み方法を提供
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施形態に係るプロジェクタを示す外観斜視図である。
【図２】本発明の実施形態に係るプロジェクタの機能回路ブロックを示す図である。
【図３】本発明の実施形態に係るプロジェクタの内部構造を示す平面模式図である。
【図４】本発明の実施形態に係るプロジェクタの底パネル蓋が取り付けられた状態を示す
底面図である。
【図５】本発明の実施形態に係るプロジェクタの底パネル蓋が取り外された光源装置の露
出した状態を示す底面図である。
【図６】本発明の実施形態に係る光源装置の底面側からの斜視図である。
【図７】本発明の実施形態に係る光源装置の断面図である。
【図８】本発明の実施形態に係る光源装置の要部の拡大断面図である。
【図９】本発明の実施形態に係るプロジェクタの製造方法を説明するためのフローチャー
ト。
【図１０】本発明の実施形態に係る光源装置の組み立て順を示す図である。
【図１１】本発明の実施形態の変形例に係る光源装置の要部の拡大断面図である。
【図１２】本発明の実施形態の他の変形例に係る光源装置の要部の拡大断面図である。
【図１３】本発明の実施形態の他の変形例に係る光源装置の要部の拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明を実施するための形態について述べる。図１は、プロジェクタ10の外観斜
視図である。なお、本実施形態において、プロジェクタ10における左右とは投影方向に対
しての左右方向を示し、前後とはプロジェクタ10のスクリーン側方向及び光線束の進行方
向に対しての前後方向を示す。
【００１４】
　そして、プロジェクタ10は、図１に示すように、略直方体形状であって、プロジェクタ
筐体の前方の側板とされる正面パネル12の側方に投影口を覆うレンズカバー19を有すると
ともに、この正面パネル12には複数の吸気孔18を設けている。さらに、図示しないがリモ
ートコントローラからの制御信号を受信するＩｒ受信部を備えている。
【００１５】
　また、筐体の上面パネル11にはキー／インジケータ部37が設けられ、このキー／インジ
ケータ部37には、電源スイッチキーや電源のオン又はオフを報知するパワーインジケータ
、投影のオン、オフを切りかえる投影スイッチキー、光源ユニットや表示素子又は制御回
路等が過熱したときに報知をする過熱インジケータ等のキーやインジケータが配置されて
いる。
【００１６】
　さらに、筐体の背面には、背面パネルにＵＳＢ端子や画像信号入力用のＤ－ＳＵＢ端子
、Ｓ端子、ＲＣＡ端子等を設ける入出力コネクタ部及び電源アダプタプラグ等の各種端子
20が設けられている。また、背面パネルには、複数の吸気孔が形成されている。なお、図
示しない筐体の側板である右側パネル、及び、図１に示した側板である左側パネル15には
、各々複数の排気孔17が形成されている。また、左側パネル15の背面パネル近傍の隅部に
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は、吸気孔18も形成されている。さらに、図示しない下面パネルにおける正面、背面、左
側及び右側パネルの近傍にも、吸気孔あるいは排気孔が複数形成されている。
【００１７】
　次に、プロジェクタ10のプロジェクタ制御手段について図２のブロック図を用いて述べ
る。プロジェクタ制御手段は、制御部38、入出力インターフェース22、画像変換部23、表
示エンコーダ24、表示駆動部26等から構成され、入出力コネクタ部21から入力された各種
規格の画像信号は、入出力インターフェース22、システムバス（ＳＢ）を介して画像変換
部23で表示に適した所定のフォーマットの画像信号に統一するように変換された後、表示
エンコーダ24に出力される。
【００１８】
　また、表示エンコーダ24は、入力された画像信号をビデオＲＡＭ25に展開記憶させた上
でこのビデオＲＡＭ25の記憶内容からビデオ信号を生成して表示駆動部26に出力する。
【００１９】
　表示駆動部26は、表示素子制御手段として機能するものであり、表示エンコーダ24から
出力された画像信号に対応して適宜フレームレートで空間的光変調素子（ＳＯＭ）である
表示素子51を駆動するものであり、光源ユニット60から射出された光線束を、導光光学系
を介して表示素子51に照射することにより、表示素子51の反射光で光像を形成し、後述す
る投影側光学系を介して図示しないスクリーンに画像を投影表示する。なお、この投影側
光学系の可動レンズ群235は、レンズモータ45によりズーム調整やフォーカス調整のため
の駆動が行われる。
【００２０】
　また、画像圧縮伸長部31は、画像信号の輝度信号及び色差信号をＡＤＣＴ及びハフマン
符号化等の処理によりデータ圧縮して着脱自在な記録媒体とされるメモリカード32に順次
書き込む記録処理を行う。さらに、画像圧縮伸長部31は、再生モード時にメモリカード32
に記録された画像データを読み出し、一連の動画を構成する個々の画像データを１フレー
ム単位で伸長し、この画像データを、画像変換部23を介して表示エンコーダ24に出力し、
メモリカード32に記憶された画像データに基づいて動画等の表示を可能とする処理を行う
。
【００２１】
　制御部38は、プロジェクタ10内の各回路の動作制御を司るものであって、ＣＰＵや各種
セッティング等の動作プログラムを固定的に記憶したＲＯＭ及びワークメモリとして使用
されるＲＡＭ等により構成されている。
【００２２】
　筐体の上面パネル11に設けられるメインキー及びインジケータ等により構成されるキー
／インジケータ部37の操作信号は、直接に制御部38に送出され、リモートコントローラか
らのキー操作信号は、Ｉｒ受信部35で受信され、Ｉｒ処理部36で復調されたコード信号が
制御部38に出力される。
【００２３】
　なお、制御部38にはシステムバス（ＳＢ）を介して音声処理部47が接続されている。こ
の音声処理部47は、ＰＣＭ音源等の音源回路を備えており、投影モード及び再生モード時
には音声データをアナログ化し、スピーカ48を駆動して拡声放音させる。
【００２４】
　また、制御部38は、光源制御手段としての光源制御回路41を制御しており、この光源制
御回路41は、画像生成時に要求される所定波長帯域の光が光源ユニット60から射出される
ように、光源ユニット60の励起光照射装置、赤色光源装置、及び青色光源装置の発光を個
別に制御する。
【００２５】
　さらに、制御部38は、冷却ファン駆動制御回路43に光源ユニット60等に設けた複数の温
度センサによる温度検出を行わせ、この温度検出の結果から冷却ファンの回転速度を制御
させている。また、制御部38は、冷却ファン駆動制御回路43にタイマー等によりプロジェ
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クタ本体の電源ＯＦＦ後も冷却ファンの回転を持続させる、あるいは、温度センサによる
温度検出の結果によってはプロジェクタ本体の電源をＯＦＦにする等の制御も行う。
【００２６】
　次に、このプロジェクタ10の内部構造について述べる。図３は、プロジェクタ10の内部
構造を示す平面模式図である。プロジェクタ10は、図３に示すように、右側パネル14の近
傍に制御回路基板241を備えている。この制御回路基板241は、電源回路ブロックや光源制
御ブロック等を備えてなる。また、プロジェクタ10は、制御回路基板241の側方、つまり
、プロジェクタ筐体の略中央部分に光源ユニット60を備えている。さらに、プロジェクタ
10は、光源ユニット60と左側パネル15との間に光学系ユニット160を備えている。
【００２７】
　光源ユニット60は、プロジェクタ筐体の左右方向における略中央部分であって背面パネ
ル13近傍に配置される励起光照射装置70と、この励起光照射装置70から射出される光線束
の光軸上であって正面パネル12の近傍に配置される蛍光発光装置100と、この蛍光発光装
置100から射出される光線束と平行となるように正面パネル12の近傍に配置される青色光
源装置300と、励起光照射装置70と蛍光発光装置100との間に配置される赤色光源装置120
と、蛍光発光装置100からの射出光や赤色光源装置120からの射出光、青色光源装置300か
らの射出光の光軸が夫々同一の光軸となるように変換して各色光を所定の一面であるライ
トトンネル175の入射口に導光する導光光学系140と、を備える。
【００２８】
　励起光照射装置70は、背面パネル13と光軸が平行になるよう配置された励起光源71と、
励起光源71からの射出光の光軸を正面パネル12方向に９０度変換する反射ミラー群75と、
反射ミラー群75で反射した励起光源71からの射出光を集光する集光レンズ78と、励起光源
71と右側パネル14との間に配置されたヒートシンク81と、を備える。
【００２９】
　励起光源71は、３行８列の計２４個の青色レーザーダイオードがマトリクス状に配列さ
れており、各青色レーザーダイオードの光軸上には、各青色レーザーダイオードからの射
出光を平行光に変換する集光レンズであるコリメータレンズ73が夫々配置されている。ま
た、反射ミラー群75は、複数の反射ミラーが階段状に配列されてなり、励起光源71から射
出される光線束の断面積を一方向に縮小して集光レンズ78に射出する。
【００３０】
　ヒートシンク81と背面パネル13との間には冷却ファン261が配置されており、この冷却
ファン261とヒートシンク81とによって励起光源71が冷却される。さらに、反射ミラー群7
5と背面パネル13との間にも冷却ファン261が配置されており、この冷却ファン261によっ
て反射ミラー群75や集光レンズ78が冷却される。
【００３１】
　蛍光発光装置100は、正面パネル12と平行となるように、つまり、励起光照射装置70か
らの射出光の光軸と直交するように配置された蛍光ホイール101と、この蛍光ホイール101
を回転駆動するホイールモータ110と、蛍光ホイール101から背面パネル13方向に射出され
る光線束を集光する集光レンズ群111と、を備える。
【００３２】
　蛍光ホイール101は、円板状の金属基材であって、励起光源71からの射出光を励起光と
して緑色波長帯域の蛍光発光光を射出する環状の蛍光発光領域が凹部として形成され、励
起光を受けて蛍光発光する蛍光板として機能する。また、蛍光発光領域を含む蛍光ホイー
ル101の励起光源71側の表面は、銀蒸着等によってミラー加工されることで光を反射する
反射面が形成され、この反射面上に緑色蛍光体の層が敷設されている。
【００３３】
　そして、蛍光ホイール101の緑色蛍光体層に照射された励起光照射装置70からの射出光
は、緑色蛍光体層における緑色蛍光体を励起し、緑色蛍光体から全方位に蛍光発光された
光線束は、直接励起光源71側へ、あるいは、蛍光ホイール101の反射面で反射した後に励
起光源71側へ射出される。また、蛍光体層の蛍光体に吸収されることなく、金属基材に照
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射された励起光は、反射面により反射されて再び蛍光体層に入射し、蛍光体を励起するこ
ととなる。よって、蛍光ホイール101の凹部の表面を反射面とすることにより、励起光源7
1から射出される励起光の利用効率を上げることができ、より明るく発光させることがで
きる。
【００３４】
　なお、蛍光ホイール101の反射面で蛍光体層側に反射された励起光において蛍光体に吸
収されることなく励起光源71側に射出された励起光は、後述する第一ダイクロイックミラ
ー141を透過し、蛍光光は第一ダイクロイックミラー141により反射されるため、励起光が
外部に射出されることはない。そして、ホイールモータ110と正面パネル12との間には冷
却ファン261が配置されており、この冷却ファン261によって蛍光ホイール101が冷却され
る。
【００３５】
　赤色光源装置120は、励起光源71と光軸が平行となるように配置された赤色光源121と、
赤色光源121からの射出光を集光する集光レンズ群125と、を備える。そして、この赤色光
源装置120は、励起光照射装置70からの射出光及び蛍光ホイール101から射出される緑色波
長帯域光と光軸が交差するように配置されている。また、赤色光源121は、赤色の波長帯
域光を発する半導体発光素子としての赤色発光ダイオードである。さらに、赤色光源装置
120は、赤色光源121の右側パネル14側に配置されるヒートシンク130を備える。そして、
ヒートシンク130と正面パネル12との間には冷却ファン261が配置されており、この冷却フ
ァン261によって赤色光源121が冷却される。
【００３６】
　青色光源装置300は、蛍光発光装置100からの射出光の光軸と平行となるように配置され
た青色光源301と、青色光源301からの射出光を集光する集光レンズ群305と、を備える。
そして、この青色光源装置300は、赤色光源装置120からの射出光と光軸が交差するように
配置されている。また、青色光源301は、青色の波長帯域光を発する半導体発光素子とし
ての青色発光ダイオードである。さらに、青色光源装置300は、青色光源301の正面パネル
12側に配置されるヒートシンク310を備える。そして、ヒートシンク310と正面パネル12と
の間には冷却ファン261が配置されており、この冷却ファン261によって青色光源301が冷
却される。
【００３７】
　そして、導光光学系140は、赤色、緑色、青色波長帯域の光線束を集光させる集光レン
ズや、各色波長帯域の光線束の光軸を変換して同一の光軸とさせるダイクロイックミラー
等からなる。具体的には、励起光照射装置70から射出される青色波長帯域光及び蛍光ホイ
ール101から射出される緑色波長帯域光の光軸と、赤色光源装置120から射出される赤色波
長帯域光の光軸と、が交差する位置に、青色及び赤色波長帯域光を透過し、緑色波長帯域
光を反射してこの緑色光の光軸を左側パネル15方向に９０度変換する第一ダイクロイック
ミラー141が配置されている。
【００３８】
　また、青色光源装置300から射出される青色波長帯域光の光軸と、赤色光源装置120から
射出される赤色波長帯域光の光軸と、が交差する位置に、青色波長帯域光を透過し、緑色
及び赤色波長帯域光を反射してこの緑色及び赤色光の光軸を背面パネル13方向に９０度変
換する第二ダイクロイックミラー148が配置されている。そして、第一ダイクロイックミ
ラー141と第二ダイクロイックミラー148との間には、集光レンズが配置されている。さら
に、ライトトンネル175の近傍には、ライトトンネル175の入射口に光源光を集光する集光
レンズ173が配置されている。
【００３９】
　光学系ユニット160は、励起光照射装置70の左側方に位置する照明側ブロック161と、背
面パネル13と左側パネル15とが交差する位置の近傍に位置する画像生成ブロック165と、
導光光学系140と左側パネル15との間に位置する投影側ブロック168と、の３つのブロック
によって略コの字状に構成されている。
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【００４０】
　この照明側ブロック161は、光源ユニット60から射出された光源光を画像生成ブロック1
65が備える表示素子51に導光する光源側光学系170の一部を備えている。この照明側ブロ
ック161が有する光源側光学系170としては、光源ユニット60から射出された光線束を均一
な強度分布の光束とするライトトンネル175、ライトトンネル175から射出された光を集光
する集光レンズ178、ライトトンネル175から射出された光線束の光軸を画像生成ブロック
165方向に変換する光軸変換ミラー181等がある。
【００４１】
　画像生成ブロック165は、光源側光学系170として、光軸変換ミラー181で反射した光源
光を表示素子51に集光させる集光レンズ183と、この集光レンズ183を透過した光線束を表
示素子51に所定の角度で照射する照射ミラー185と、を有している。さらに、画像生成ブ
ロック165は、表示素子51とするＤＭＤを備え、この表示素子51と背面パネル13との間に
は表示素子51を冷却するためのヒートシンク190が配置されて、このヒートシンク190によ
って表示素子51が冷却される。また、表示素子51の正面近傍には、投影側光学系220とし
ての集光レンズ195が配置されている。
【００４２】
　投影側ブロック168は、表示素子51で反射されたオン光をスクリーンに放出する投影側
光学系220のレンズ群を有している。この投影側光学系220としては、固定鏡筒に内蔵する
固定レンズ群225と可動鏡筒に内蔵する可動レンズ群235とを備えてズーム機能を備えた可
変焦点型レンズとされ、レンズモータにより可動レンズ群235を移動させることによりズ
ーム調整やフォーカス調整を可能としている。
【００４３】
　なお、光源装置における励起光源71は、上述のとおり３行８列の計２４個の青色レーザ
ーダイオードがマトリクス状に配列されている。
【００４４】
　次に、プロジェクタ10の底面側の構造について説明する。図４は、本発明の実施形態に
係るプロジェクタ10の底パネル蓋16aが取り付けられた状態を示す底面図である。図５は
、本発明の実施形態に係るプロジェクタ10の底パネル蓋16aが取り外された光源装置であ
る励起光照射装置70の露出した状態を示す底面図である。
【００４５】
　図４、図５に示すように、プロジェクタ10の筐体の底面パネル16の中央近傍に、励起光
照射装置70の位置に合わせて開口部16b、及び底パネル蓋16aが設けられている。詳細には
、底面パネル16の開口部16bには、開口部16bに取り付け可能な蓋部である底パネル蓋16a
が、ネジ16c、16dにより固定される。この開口部16b及び底パネル蓋16aは、励起光照射装
置70の保守を可能とするものである。
【００４６】
　プロジェクタ10の光源装置である励起光照射装置70を説明する。図６は、本発明の実施
形態に係る光源装置の底面側からの斜視図である。図７は、本発明の実施形態に係る光源
装置の断面図である。尚、励起光照射装置70の底面側及び上面側は、それぞれ図７に示す
上側及び下側に対応する。また、図７は、励起光照射装置70の各ネジを通る断面について
示している。
【００４７】
　図６、図７に示すように、励起光照射装置70は、光源としての励起光源71と、励起光源
71から射出される光の指向性を高める集光レンズとしてのコリメータレンズ73と、レンズ
取付枠74と、コリメータレンズ73を保持する第２の保持体としてのレンズ保持体79と、第
１の保持体としての光源保持体80と、押え板89と、を有する。尚、本実施形態の励起光照
射装置70は、係止部材であるネジ320を備えるものである。
【００４８】
　コリメータレンズ73は、励起光源71である青色レーザーダイオードからの射出光を平行
光に変換させる集光レンズである。レンズ取付枠74は、予めコリメータレンズ73と一体と
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されるものであり、図７に示すように、コリメータレンズ73の周縁に接着剤等で固着され
る取付枠である。コリメータレンズ73の位置調整は、コリメータレンズ73の周縁を接着剤
等で固着されて一体とされるレンズ取付枠74の周縁を押圧して移動させて行うことにより
、レンズ自体を傷つけることを防止できる。
【００４９】
　レンズ保持体79は、耐熱樹脂性の保持部材であり、図７に示したように、複数の孔部79
aを有し、集光レンズであるコリメータレンズ73と一体とされたレンズ取付枠74をレンズ
枠穴79bに配置して、光軸に対して直交する方向に調整可能範囲で移動可能なように保持
する。レンズ保持体79の孔部79aそれぞれには、励起光源71が配置されている。
【００５０】
　また、レンズ保持体79は、レンズ枠穴79bに配置されたレンズ取付枠74が光軸に沿って
下方向に移動しないようにレンズ取付枠74の上部周縁に設けた突出部を受ける構造となっ
ている。そして、調整時にレンズ取付枠74は、光軸に沿って上方向に移動しないように押
え板89により、レンズ取付枠74の上部周縁に設けた突出部を上から挟持されている。すな
わち、上記構成により、コリメータレンズ73の光軸を調整することが可能である。
【００５１】
　光源保持体80は、アルミニウム等の放熱部材であり、励起光源71を保持する。詳細には
、光源保持体80は、図７に示したように、レンズ保持体79と嵌合するとともにレンズ保持
体79との間に励起光源71を保持する。また、光源保持体80とレンズ保持体79とは、励起光
源71を保持した状態で、固定部材であるネジ87で固定されることにより一体とされる。光
源保持体80の裏面側には、例えば制御部38に電気的に接続されるフレキシブル基板90が配
置され、このフレキシブル基板90はリード線端子部92を介して、励起光源71と電気的に接
続されている。レンズ保持体79と光源保持体80とにより、励起光源71とコリメータレンズ
73とが光軸調整された状態で保持される。
【００５２】
　次に、本発明の実施形態に係るプロジェクタ10の励起光源71の取り外し防止機構を、図
面を参照しながら詳説する。図８は、本発明の実施形態に係る光源装置である励起光照射
装置70の要部の拡大断面図である。励起光源71は、光源保持体80とレンズ保持体79の端面
79cとの間に励起光源71が保持されている。
【００５３】
　励起光照射装置70は、第１の保持体としての光源保持体80から第２の保持体であるレン
ズ保持体79側に、又は、レンズ保持体79から光源保持体80側に突出する突出部80aを有し
、レンズ保持体79又は光源保持体80に突出部80aを受ける切欠き部を備える受け座部79dを
有し、この受け座部79dには、表面から裏面に貫通する貫通孔80bを有するものであり、突
出部80aの表面に係止部材としてのネジ320の頭部320bを収納するために、貫通孔80bより
も直径を拡大させた凹穴部80cを有する。
【００５４】
　詳細には、本実施形態に係る励起光照射装置70において、図６、図７、図８に示すよう
に、第１の保持体としての光源保持体80は、レンズ保持体79と光源保持体80とが嵌合する
方向（P2）に沿って突出した突出部80aを周囲に有する。突出部80aの表面には、係止部材
としてのネジ320の頭部320bを収納する凹穴部80cが形成されている。具体的には、突出部
80aの光源保持体80の底面側の一側面の部分にネジ320を収納可能とする凹穴部80cが形成
されている。また、図５、図６に示すように、突出部80aには、２つの凹穴部80cが突出部
80aの両端部付近に形成されている。
【００５５】
　また、光源保持体80の凹穴部80cにはその底部から突出部80aの裏面に貫通する直径を小
さくした貫通孔80bが形成されている。貫通孔80bは、具体的には、凹穴部80cの底部から
レンズ保持体79と光源保持体80とが嵌合する方向（P2）と直交する方向に沿って、突出部
80aの裏面に貫通するように形成されている。貫通孔80bは、係止部材であるネジ320の本
体部320aよりも直径が大きく形成され、且つ、ネジ320の頭部320bよりも小さく形成され
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ている。
【００５６】
　第２の保持体としてのレンズ保持体79には、突出部80aを受ける段形状の切欠き部を備
える受け座部79dが周囲に形成されている。レンズ保持体79の受け座部79dは、光源保持体
80の突出部80aと嵌合した状態で、上記レンズ保持体79と光源保持体80とが嵌合する方向
（P2）と直交する方向に沿って、貫通孔80bに対応する位置に受け穴79eを有する。
【００５７】
　図８に示すように、ネジ320は、棒状の本体部320aと頭部320bを有し、レンズ保持体79
の受け座部79dと、光源保持体80の突出部80aとが嵌合した状態で、上記レンズ保持体79と
光源保持体80とが嵌合する方向（P2）と直交する方向に沿って、本体部320aが突出部80a
の貫通孔80bに貫通するとともに、本体部320aの先端が受け座部79dの受け穴79eに挿入さ
れ嵌合している。
【００５８】
　ネジ320の頭部320bは、図８に示すように、突出部80aに形成された凹穴部80cに配置さ
れ、凹穴部80cに充填された封止剤330により、凹穴部80cに埋設される。封止剤330として
は、接着剤等を挙げることができる。
【００５９】
　また、ネジ320は、光源保持体80の突出部80aの貫通孔80bと、レンズ保持体79の受け座
部79dの受け穴79eのうち一方に固定され、他方に遊嵌するように構成されることが好まし
い。これは、ネジ320が励起光照射装置70に取り付けられる際に、光源保持体80とレンズ
保持体79のいずれか一方にのみ力が加わる構造である。
【００６０】
　例えば、比較例として、ネジ320が取り付けられる際に、貫通孔80bと受け穴79eの両方
に力が加わる構造では、光源保持体80とレンズ保持体79との間で比較的大きい相対的な位
置ズレが生じる場合がある。この位置ずれが生じた場合、コリメータレンズ73と励起光源
71の光軸調整を再度行うことを要する。
【００６１】
　本発明に係る励起光照射装置70では、ネジ320が取り付けられる際に、光源保持体80と
レンズ保持体79のいずれか一方にのみ力が加わる構造なので、光源保持体80とレンズ保持
体79との間で相対的な位置ズレが生じない。このため、コリメータレンズ73と励起光源71
との光軸がずれることを防止することができる。
【００６２】
　また、図８に示すように、ネジ320がレンズ保持体79の受け座部79dの受け穴79eに固定
され、光源保持体80の突出部80aの貫通孔80bに遊嵌するように構成され、レンズ保持体79
の受け穴79eには、ネジ320の本体部320aに形成された雄ネジが螺合する、雌ネジである螺
合部が形成されている。つまり、ネジ320は、本体部320aの雄ネジの先端が、レンズ保持
体79の受け穴79eの雌ネジに螺合することにより、レンズ保持体79に固定される。
【００６３】
　また、本実施形態に係る突出部80aでは、図８に示すように、貫通孔80bの内径が、ネジ
320の本体部320aの外径より僅かに大きく形成されている。このため、ネジ320取付け時に
、ネジ320の本体部320aと貫通孔80bとの間に隙間500が形成され、ネジ320と貫通孔80bと
が遊嵌する構造となる。すなわち、ネジ320取付け時に、光源保持体80に力が加わること
がない。
【００６４】
　次に、本実施形態に係る光源装置である励起光照射装置70のプロジェクタ10への組込み
方法を説明する。図９は、本発明の実施形態に係るプロジェクタ10の製造方法を説明する
ためのフローチャートである。図１０は、本発明の実施形態に係る光源装置である励起光
照射装置70の組み立て順を示す図である。
【００６５】
　ステップＳ１０１において、光源装置である励起光照射装置70を組み立てる工程を行う



(11) JP 5783405 B2 2015.9.24

10

20

30

40

50

。詳細には、コリメータレンズ73をレンズ保持体79に取り付け、光源保持体80をレンズ保
持体79に取り付け、図１０（ａ）、図１０（ｂ）に示すように、光源保持体80とレンズ保
持体79をそれぞれ嵌合方向（P1、P2）に沿って移動させて、光源保持体80の突出部80aと
レンズ保持体79の受け座部79dとを嵌合させ、ネジ87により光源保持体80とレンズ保持体7
9とを固定して一体とする。
【００６６】
　ステップＳ１０５において、励起光照射装置70の調整工程を行う。詳細には、図１０（
ｂ）に示した状態で、レンズ保持体79に保持されたコリメータレンズ73の光軸調整を行う
ことで、励起光源71の光軸とコリメータレンズ73の光軸と合わせる調整を行い、それぞれ
の光軸を一致させた状態で、コリメータレンズ73を押え板89によりレンズ保持体79に固定
させる。
【００６７】
　尚、上記実施形態では、ネジ87によりレンズ保持体79と光源保持体80とを固定したのち
コリメータレンズ73の光軸と励起光源71の光軸とを合わせる調整を行ったが、この実施形
態に限られるものではなく、例えば、コリメータレンズ73の光軸と励起光源71の光軸とを
合わせる調整を行ったのち、ネジ87によりレンズ保持体79と光源保持体80とを固定しても
よい。
【００６８】
　ステップＳ１１０において、光源保持体80とレンズ保持体79とをネジ87により固定した
励起光照射装置70を、プロジェクタ10の筐体に実装する工程を行う。詳細には、励起光照
射装置70をプロジェクタ10の筐体内の所定位置に組み込んで筐体に固定する。
【００６９】
　ステップＳ１１５において、プロジェクタ10の光学特性の調整工程を行う。詳細には、
プロジェクタ10の光学特性の調整として、例えば、導光光学系140と光源側光学系170と投
影側光学系220等の光学系ユニット160、表示素子51、励起光照射装置70等の光学特性に関
する調整を行う。
【００７０】
　ステップＳ１２０において、係止部材であるネジ320の取付け工程を行う。詳細には、
図１０（ｃ）に示すように、ネジ320を、筐体の開口部16b側から光源保持体80の突出部80
aの貫通孔80bに貫通するとともに、レンズ保持体79の受け座部79dの受け穴79eに挿入して
固定する。
【００７１】
　ステップＳ１２５において、励起光照射装置70を組み込んだプロジェクタ10に対して全
体的な動作に関する総合検査及び最終調整を行う。詳細には、例えば、プロジェクタ10に
よる照度等が基準レベルを満たすか否かの動作チェックを行う。
【００７２】
　ステップＳ１３０において、総合検査の結果、規定された基準レベルを満たした合格品
か否かを判別する。総合検査の結果、規定された基準レベルを満たす場合には、ステップ
Ｓ１３５の処理に進む。
【００７３】
　ステップＳ１３５において、プロジェクタ10内の励起光照射装置70のネジ320に対して
、取外し防止処理を施す。詳細には、図４、図５に示すように、筐体の底パネル蓋16aを
取り外し、開口部16bに励起光照射装置70のネジ320の頭部320bを露出させ、図１０（ｄ）
、図８に示すように、突出部80aの凹穴部80cに封止剤330として接着剤を充填し、頭部320
bを凹穴部80cに埋設させる。所定時間後、封止剤330が硬化することで、ネジ320の取外し
が困難となる。その後、開口部16bに底パネル蓋16aをネジ16c、16dにより固定する。
【００７４】
　このように、励起光照射装置70は、図８に示すように、ネジ320が突出部80aの貫通孔80
bに遊嵌するとともに受け座部79dの受け穴79eに固定しているので、光源保持体80とレン
ズ保持体79との離間が困難で、励起光源71を取り出すことが困難な構造となる。



(12) JP 5783405 B2 2015.9.24

10

20

30

40

50

【００７５】
　詳細には、例えば光源保持体80とレンズ保持体79とが離間する方向に外力が加わった場
合であっても、突出部80aが受け座部79dに嵌合した状態で、その離間する方向と直交する
方向に沿って、略棒形状のネジ320が、突出部80aの貫通孔80bに遊嵌するとともに受け座
部79dの受け穴79eに固定しているので、光源保持体80とレンズ保持体79が離間することが
困難である。
【００７６】
　また、図１０（ｄ）に示すように、励起光照射装置70において、光源保持体80の突出部
80aとレンズ保持体79の受け座部79dとの間に、例えば光軸微調整用の隙間が形成されてい
る構造を有する場合、ネジ87やそのネジ87の取付け穴の位置関係が、光軸を微調整可能な
ように構成されていることが好ましい。
【００７７】
　また、上述した光源保持体80とレンズ保持体79との間の隙間に、流動性の高い接着剤を
塗布し、光源保持体80とレンズ保持体79とを固着させることで、光源保持体80とレンズ保
持体79との間のがたつきを防止するとともに、光源保持体80とレンズ保持体79とを離間さ
せて励起光源71を取り外すことを更に困難とすることができる。
【００７８】
　また、ステップＳ１３０の動作検査の結果、基準レベルを満たさない場合は、所定の配
装処理が行われる。
【００７９】
　次に本発明の実施形態の変形例に係る光源装置を説明する。図１１は、本発明の実施形
態の変形例に係る光源装置の要部の拡大断面図である。図７、図８に示した実施形態と同
様な構成、効果については説明を省略し、相違点を説明する。
【００８０】
　図１１に示すように、光源装置としての励起光照射装置70aでは、第１の保持体である
光源保持体80は、突出部80aを有する。第２の保持体であるレンズ保持体79は、受け座部7
9dを有する。突出部80aは受け座部79dに対して、筐体の開口部16b側となるように構成さ
れている。ネジ320は、突出部80aの貫通孔80bに固定され、受け座部79dの受け穴79eに遊
嵌するように構成されている。詳細には、突出部80aの貫通孔80bには、雌ネジである螺合
部が形成されており、この螺合部にネジ320の本体部320aの雄ネジが螺合するように構成
されている。つまり、ネジ320は、貫通孔80bに貫通固定し、受け穴79eに遊嵌している。
【００８１】
　上記励起光照射装置70aを採用したプロジェクタ10では、上記ネジ320が突出部80aの貫
通孔80bに固定され、受け座部79dの受け穴79eに遊嵌するように構成されているので、製
造時に煩雑な工程を行うことなく、簡単な構造で、プロジェクタ筐体内の励起光照射装置
70aの励起光源71を他の用途に用いるために取外すことを防止可能である。
【００８２】
　次に本発明の実施形態の他の変形例に係る光源装置を説明する。図１２は、本発明の実
施形態の他の変形例に係る光源装置の要部の拡大断面図である。図７、図８に示した実施
形態と同様な構成、効果については説明を省略し、相違点を説明する。
【００８３】
　図１２に示すように、光源装置としての励起光照射装置70bでは、第２の保持体である
レンズ保持体79は、突出部79mを有する。第１の保持体である光源保持体80は、受け座部8
0mを有する。突出部79mは受け座部80mに対して、筐体の開口部16b側となるように構成さ
れている。ネジ320は、突出部79mの貫通孔79nに遊嵌し、受け座部80mの受け穴80nに固定
するように構成されている。詳細には、受け座部80mの受け穴80nには、雌ネジである螺合
部が形成されており、この螺合部にネジ320の本体部320aの雄ネジが螺合するように構成
されている。
【００８４】
　上記励起光照射装置70bを採用したプロジェクタ10では、上記ネジ320が突出部79mの貫
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通孔79nに遊嵌し、受け座部80mの受け穴80nに固定するように構成されているので、製造
時に煩雑な工程を行うことなく、簡単な構造で、プロジェクタ筐体内の励起光照射装置70
bの励起光源71を他の用途に用いるために取外すことを防止可能である。また、封止剤330
として高い流動性の接着剤を用いることで、レンズ保持体79と光源保持体80との間の隙間
を封止することができ、更に、励起光源71の取外しを困難とすることができる。
【００８５】
　次に本発明の実施形態の他の変形例に係る光源装置を説明する。図１３は、本発明の実
施形態の他の変形例に係る光源装置の要部の拡大断面図である。図１２に示した実施形態
と同様な構成、効果については説明を省略し、相違点を説明する。
【００８６】
　図１３に示すように、励起光照射装置70cでは、第２の保持体であるレンズ保持体79は
、突出部79mを有する。第１の保持体である光源保持体80は、受け座部80mを有する。突出
部79mは受け座部80mに対して、筐体の開口部16b側となるように構成されている。ネジ320
は、突出部79mの貫通孔79nに貫通固定され、受け座部80mの受け穴80nに遊嵌するように構
成されている。詳細には、突出部79mの貫通孔79nには、雌ネジである螺合部が形成されて
おり、この螺合部にネジ320の本体部320aの雄ネジが螺合するように構成されている。
【００８７】
　上記励起光照射装置70cを採用したプロジェクタ10では、上記ネジ320が突出部79mの貫
通孔79nに貫通固定され、受け座部80mの受け穴80nに遊嵌するように構成されているので
、製造時に煩雑な工程を行うことなく、簡単な構造で、プロジェクタ筐体内の励起光照射
装置70cの励起光源71を他の用途に用いるために取外すことを防止可能である。
【００８８】
　尚、図７に示した実施の形態は、突出部80a及び突出部80aに嵌合させる受け座部79dを
、光源保持体80やレンズ保持体79の周囲四面に設けることとしているも、突出部80aや受
け座部79dは、光源保持体80、レンズ保持体79の少なくとも底面側の一面とすることも可
能であり、底面側の一面を含む二面又は三面とすることがあり、底面側の突出部80aの表
面に凹穴部80cを設けるものである。
【００８９】
　また、係止部材としてはネジ320に限るものではなく、凹穴部80cに収納される頭部320b
と頭部320bよりも直径の小さな棒状の本体部320aとを有し、頭部320bを凹穴部80cに収容
して、本体部320aの先端が、受け座部79dの受け穴79eに挿入されるものであれば足りる。
【００９０】
　以上のように、本発明によれば、光源装置である励起光照射装置は、光源としての励起
光源71を保持する第１の保持体である光源保持体80と、光源保持体80に保持された励起光
源71から射出される光を集光するコリメータレンズ73を保持する第２の保持体であるレン
ズ保持体79と、を備え、レンズ保持体79と光源保持体80とを固定する固定部材であるネジ
87により光源保持体80とレンズ保持体79とが一体とされる。また、励起光照射装置は、光
源保持体80からレンズ保持体79側に又はレンズ保持体79から光源保持体80側に突出する突
出部80aを有するとともにレンズ保持体79又は光源保持体80に突出部80aを受ける切欠き部
を備える受け座部79dを有し、突出部80aに係止部材であるネジ320を挿入する貫通孔80bを
有する。ネジ320は、棒状の本体部320aを有してその本体部320aを突出部80aに設けられた
貫通孔80bを貫通させて受け座部79dに設けられた受け穴79eに先端を挿入し封止剤330によ
りその頭部320bが埋設されている。このため、製造時に煩雑な工程を行うことなく、簡単
な構造で、プロジェクタ筐体内の光源装置の光源を他の用途に用いるために取り外すこと
を防止可能な、光源装置、プロジェクタ、及び光源装置の組込み方法を提供することがで
きる。
【００９１】
　また、本発明によれば、励起光照射装置において、係止部材であるネジ320は、第１の
保持体である光源保持体80と第２の保持体であるレンズ保持体79のどちらか一方に遊嵌さ
れた状態で、封止剤330によりその頭部320bが埋設されている。つまり、ネジ320が、第１
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の保持体と第２の保持体のどちらか一方に遊嵌した状態であり、励起光源71とコリメータ
レンズ73の光軸ずれを防止することができ、且つ、簡単な構造で、プロジェクタ筐体内の
光源装置の光源を他の用途に用いるために取り外すことを防止可能な、光源装置、プロジ
ェクタ、及び光源装置の組込み方法を提供することができる。
【００９２】
　また、本発明によれば、ネジ320が挿入される貫通孔80bの貫通方向は、レンズ保持体79
と光源保持体80とを固定する固定部材であるネジ87の挿入方向と異なるので、レンズ保持
体79と光源保持体80を分離して、励起光照射装置内の励起光源71を取り外すことをより困
難とすることができる。
【００９３】
　また、本発明によれば、突出部80aの表面には、係止部材であるネジ320の頭部320bを収
納する凹穴部80cをさらに有し、ネジ320の頭部320bが、凹穴部80cに収納された状態で、
封止剤330により埋設されている。このため、ネジ320の取り外しが更に困難となり、プロ
ジェクタ筐体内の光源装置の光源を他の用途に用いるために取り外すことを防止可能な、
光源装置、プロジェクタ、及び光源装置の組込み方法を提供することができる。
【００９４】
　また、本発明によれば、励起光照射装置において、係止部材であるネジ320の本体部320
aには雄ネジが形成され、貫通孔80bはネジ320の本体部320aよりも直径が大きく形成され
、受け穴79eにはネジ320の本体部320aに形成された雄ネジと螺合する雌ネジが形成されて
いる。すなわち、係止部材であるネジ320が確実に受け穴79eに固定され、封止剤330によ
り封止されているので、ネジ320の取り外しが困難であり、励起光照射装置内の励起光源7
1を取り外すことが困難とする構造とすることができる。
【００９５】
　さらに、本発明によれば、突出部80aは、光源保持体80又はレンズ保持体79の周囲に形
成され、突出部80aの表面に形成される凹穴部80cは、その突出部80aが形成された光源保
持体80又はレンズ保持体79の一側面の部分にのみ形成される。このため、凹穴部80cが複
数の側面に形成された場合と比較して、製造時に、煩雑な工程を行うことなく、上記一側
面の部分に形成された凹穴部80cに、ネジ320を配置することで、簡単に、励起光照射装置
を製造することができる。
【００９６】
　また、本発明によれば、例えば、突出部80aには少なくとも３つの凹穴部80cが形成され
、凹穴部80cのうち少なくとも１つは他の凹穴部80cとは突出部80aの先端部までの距離が
異なるように構成することで、更に、励起光照射装置内の励起光源71を取り外すことが困
難とする構造とすることができる。詳細には、例えば、図５、図６に示した２つの突出部
80aの中間部の先端側に、他の凹穴部80cとは突出部80aの先端部までの距離が異なる凹穴
部80cを設けてもよい。そして、複数の凹穴部80cそれぞれに対応するように、上記受け座
部79dに複数の受け穴79eを設け、それらに対応する複数のネジ320を設ける。こうするこ
とで、励起光照射装置内の励起光源71の取り外しを更に困難にすることができる。
【００９７】
　さらに、本発明によれば、複数の光源装置である励起光照射装置と、複数の励起光照射
装置の発する光を同一光軸とする導光光学系140と、表示素子51と、導光光学系140により
同一光軸とされた光を表示素子51に導く光源側光学系170と、表示素子51により形成され
る光学像をスクリーンに投影する投影側光学系220と、冷却装置である冷却ファン261と、
励起光照射装置や表示素子51及び冷却ファン261を制御するプロジェクタ制御手段である
制御部38と、を備え、複数の励起光照射装置の内、少なくとも一つが上記励起光照射装置
である。このため、簡単な構造で、全体検査に合格したプロジェクタ筐体内の光源装置の
光源を他の用途に用いるために取り外すことを防止可能な、プロジェクタに組み込む光源
装置、プロジェクタ、及び光源装置の組込み方法を提供することができる。
【００９８】
　また、本発明によれば、励起光照射装置における突出部80aに設けられる凹穴部80cは、
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励起光照射装置の下面側であり、励起光照射装置はプロジェクタ底面に設けられる開口部
16bの内側に配置されている。このため、製造時に、煩雑な工程を行うことなく、簡単に
、励起光照射装置、及びそれを備えたプロジェクタを製造することができる。
【００９９】
　さらに、本発明によれば、上記構成の励起光照射装置を備えたプロジェクタ10における
励起光照射装置の組込み方法であって、コリメータレンズ73の光軸と励起光源71の光軸と
を合わせる調整を行った後、固定ネジであるネジ87によりレンズ保持体79と光源保持体80
とを固定し、レンズ保持体79と光源保持体80とを固定した励起光照射装置をプロジェクタ
10の筐体内に組み込んで、プロジェクタの光学特性の調整を行った後、係止部材であるネ
ジ320を凹穴部80cに挿入し、プロジェクタ10の総合検査を行った後、凹穴部80cに封止剤3
30を充填するので、製造時に煩雑な工程を行うことなく、簡単な構造で、全体検査に合格
したプロジェクタ筐体内の励起光照射装置の励起光源71を他の用途に用いるために取り外
すことを防止可能な、プロジェクタ10に組み込む光源装置、プロジェクタ10、及び光源装
置の組込み方法を提供することができる。
【０１００】
　また、比較例に係るプロジェクタとして、上記ネジ320を用いることなく、レンズ保持
体79と光源保持体80との間の隙間に嫌気性接着剤を塗布して、レンズ保持体79と光源保持
体80とを固着させることで、励起光源71の取外し防止させる構造を有するものでは、例え
ば予め複数の厚みのスペーサを準備しておき、レンズ保持体79と光源保持体80の隙間に対
応したスペーサを配置した後、嫌気性接着剤を塗布して固着するという、煩雑な製造工程
を行うことを要する。一方、本発明に係る光源装置の組込み方法では、そのような煩雑な
工程を行うことなく、簡単な製造工程で、上記効果を有する光源装置及びこの光源装置を
組込んだプロジェクタ10を作製することができる。
【０１０１】
　本発明は、上記実施形態及び変形例に限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しな
い範囲で自由に変更、改良が可能である。本発明の実施形態に係るプロジェクタでは、ネ
ジ320に封止剤330を塗布して、ネジ320を取外し困難に構成されていたが、この形態に限
られるものではない。例えばネジ320の頭部320bの溝の形状を変形させることで、取外し
困難に構成してもよい。また、ネジ320の代わりに、取外し困難な形状のリベットを用い
てもよい。
【０１０２】
　また、例えば励起光源71とコリメータレンズ73との光軸調整のために、光源保持体80の
突出部80aと、レンズ保持体79の受け座部79dとの間に、所定の隙間が形成された構造の場
合、ネジ87の取付け位置を適宜調整可能に設けられることが好ましい。
【０１０３】
　また、上記各実施形態では、レンズ保持体79と光源保持体80のＰ１、Ｐ２方向と垂直な
側面が、互いに接触しているような図で説明したが、光軸調整の機構によっては、隙間が
ある場合でもよい。
【０１０４】
　上記各実施形態では、突出部の表面に係止部材の頭部を収納する凹穴部を有する例で説
明したが、凹穴部は必ずしも必要ではなく、なくてもよい。凹穴部があると、封止剤を充
填しやすく、封止しやすいといった利点がある。
【０１０５】
　以下に、本願出願の最初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［１］　光源を保持する第１の保持体と、前記第１の保持体に保持された前記光源から射
出される光を集光するコリメータレンズを保持する第２の保持体と、を備え、前記第２の
保持体と前記第１の保持体とを固定する固定部材により前記第１の保持体と前記第２の保
持体が一体とされる光源装置であって、
　前記第１の保持体から前記第２の保持体側に又は前記第２の保持体から前記第１の保持
体側に突出する突出部を有するとともに前記第２の保持体又は前記第１の保持体に前記突
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出部を受ける切欠き部を備える受け座部を有し、前記突出部に係止部材を挿入する貫通孔
を有し、
　前記係止部材は、棒状の本体部を有して該本体部を前記突出部に設けられた前記貫通孔
を貫通させて前記受け座部に設けられた受け穴に先端を挿入し封止剤によりその頭部が埋
設されていることを特徴とする光源装置。
［２］　前記係止部材は、前記第１の保持体と前記第２の保持体のどちらか一方に遊嵌さ
れた状態で、封止剤によりその頭部が埋設されていることを特徴とする請求項１に記載の
光源装置。
［３］　前記係止部材が挿入される前記貫通孔の貫通方向は、前記第２の保持体と前記第
１の保持体とを固定する前記固定部材の固定方向と異なることを特徴とする請求項１又は
請求項２に記載の光源装置。
［４］　前記突出部の表面は、前記係止部材の頭部を収納する凹穴部をさらに有し、
　前記係止部材の頭部が、前記凹穴部に収納された状態で、封止剤により埋設されている
ことを特徴とする請求項１乃至請求項３の何れかに記載の光源装置。
［５］　前記係止部材の前記本体部には雄ネジが形成され、
　前記貫通孔は、前記係止部材の本体部よりも直径が大きく、
　前記受け穴には前記係止部材の前記本体部に形成された前記雄ネジと螺合する雌ネジが
形成されていることを特徴とする請求項１乃至請求項４の何れかに記載の光源装置。
［６］　前記突出部は、前記第１の保持体又は前記第２の保持体の周囲に形成され、前記
突出部の表面に形成される前記貫通孔は、該突出部が形成された前記第１又は第２の保持
体の一側面の部分にのみ形成されることを特徴とする請求項１乃至請求項５の何れかに記
載の光源装置。
［７］　前記突出部には少なくとも３つの前記貫通孔が形成され、前記貫通孔のうち少な
くとも１つは他の貫通孔とは前記突出部の先端部までの距離が異なることを特徴とする請
求項１乃至請求項６の何れかに記載した光源装置。
［８］　光源装置と、前記光源装置の発する光を同一光軸とする導光光学系と、表示素子
と、前記導光光学系により前記同一光軸とされた光を前記表示素子に導く光源側光学系と
、前記表示素子により形成される光学像をスクリーンに投影する投影側光学系と、冷却装
置と、前記光源装置や前記表示素子及び前記冷却装置を制御するプロジェクタ制御手段と
、を備え、
　前記光源装置が前記請求項１乃至請求項７の何れかの光源装置であることを特徴とする
プロジェクタ。
［９］　前記請求項１乃至請求項７の何れかの光源装置における前記突出部に設けられる
前記貫通孔は、前記光源装置の下面側であり、該光源装置はプロジェクタ底面に設けられ
る開口部の内側に配置されていることを特徴とする請求項８に記載のプロジェクタ。
［１０］　光源を保持する第１の保持体と、前記第１の保持体に保持された前記光源から
射出される光を集光するコリメータレンズを保持する第２の保持体と、を備え、前記第２
の保持体と前記第１の保持体とを固定する固定ネジにより前記第１の保持体と前記第２の
保持体が一体とされ、前記第１の保持体から前記第２の保持体側に又は前記第２の保持体
から前記第１の保持体側に突出する突出部を有するとともに前記第２の保持体又は前記第
１の保持体に前記突出部を受ける切欠き部を備える受け座部を有し、前記突出部に係止部
材を挿入する貫通孔を有し、前記係止部材は棒状の本体部を有して該本体部を前記突出部
に設けられた貫通孔を貫通させて前記受け座部に設けられた受け穴に先端を挿入し封止剤
によりその頭部が埋設されている光源装置を備えたプロジェクタにおける前記光源装置の
組込み方法であって、
　前記コリメータレンズの光軸と前記光源の光軸とを合わせる調整を行ったのち前記固定
ネジにより前記第２の保持体と前記第１の保持体とを固定し、又は、前記固定ネジにより
前記第２の保持体と前記第１の保持体とを固定したのち前記コリメータレンズの光軸と前
記光源の光軸とを合わせる調整を行い、
　前記第２の保持体と前記第１の保持体とを固定した光源装置をプロジェクタの筐体内に
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組み込んで、前記プロジェクタの光学特性の調整を行った後、前記係止部材を前記凹穴部
に挿入し、
　前記プロジェクタの総合検査を行った後、前記凹穴部に前記封止剤を充填することを特
徴とするプロジェクタにおける光源装置の組込み方法。
【符号の説明】
【０１０６】
　10　プロジェクタ
　11　上面パネル　　　　　　　　　　　　　　　12　正面パネル
　13　背面パネル　　　　　　　　　　　　　　　14　右側パネル
　15　左側パネル　　　　　　　　　　　　　　　16　底面パネル
　16a 底パネル蓋　　　　　　　　　　　　　　　16b 開口部
　16c、16d　ネジ　　　　　　　　　　　　　　　17　排気孔
　18　吸気孔　　　　　　　　　　　　　　　　　19　レンズカバー
　20　各種端子　　　　　　　　　　　　　　　　21　入出力コネクタ部
　22　入出力インターフェース　　　　　　　　　23　画像変換部
　24　表示エンコーダ　　　　　　　　　　　　　25　ビデオＲＡＭ
　26　表示駆動部　　　　　　　　　　　　　　　31　画像圧縮伸長部
　32　メモリカード　　　　　　　　　　　　　　35　Ｉｒ受信部
　36　Ｉｒ処理部　　　　　　　　　　　　　　　37　キー／インジケータ部
　38　制御部　　　　　　　　　　　　　　　　　41　光源制御回路
　43　冷却ファン駆動制御回路　　　　　　　　　45　レンズモータ
　47　音声処理部　　　　　　　　　　　　　　　48　スピーカ
　51　表示素子　
　60　光源ユニット　　　　　　　　　　　　　　70、70a、70b、70c　励起光照射装置
　71　励起光源　　　　　　　　　　　　　　　　73　コリメータレンズ
　74　レンズ取付枠　　　　　　　　　　　　　　75　反射ミラー群
　78　集光レンズ　　　　　　　　　　　　　　　79　レンズ保持体（第２の保持体）
　79a 孔部　　　　　　　　　　　　　　　　　　79b レンズ枠穴
　79c 端面
　79d 受け座部　　　　　　　　　　　　　　　　79e 受け穴
　79m 突出部　　　　　　　　　　　　　　　　　79n 貫通孔
　80　光源保持体（第１の保持体）　　　　　　　80a 突出部
　80b 貫通孔　　　　　　　　　　　　　　　　　80c 凹穴部
　80m 受け座部　　　　　　　　　　　　　　　　80n 受け穴
　81　ヒートシンク　　　　　　　　　　　　　　
　87　ネジ（固定部材）　　　　　　　　　　　　89　押え板
　90　フレキシブル基板　　　　　　　　　　　　92　リード線端子部
　100　蛍光発光装置　　　　　　　　　　　　　101　蛍光ホイール
　110　ホイールモータ　　　　　　　　　　　　111　集光レンズ群
　120　赤色光源装置　　　　　　　　　　　　　121　赤色光源
　125　集光レンズ群　　　　　　　　　　　　　130　ヒートシンク
　140　導光光学系　　　　　　　　　　　　　　141　第一ダイクロイックミラー
　148　第二ダイクロイックミラー　　　　　　　160　光学系ユニット
　161　照明側ブロック　　　　　　　　　　　　165　画像生成ブロック
　168　投影側ブロック　　　　　　　　　　　　170　光源側光学系
　173　集光レンズ　　　　　　　　　　　　　　175　ライトトンネル
　178　集光レンズ　　　　　　　　　　　　　　181　光軸変換ミラー
　183　集光レンズ　　　　　　　　　　　　　　185　照射ミラー
　190　ヒートシンク　　　　　　　　　　　　　195　集光レンズ
　220　投影側光学系　　　　　　　　　　　　　225　固定レンズ群
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　235　可動レンズ群　　　　　　　　　　　　　241　制御回路基板
　261　冷却ファン　　　　　　　　　　　　　　300　青色光源装置
　301　青色光源　　　　　　　　　　　　　　　305　集光レンズ群
　310　ヒートシンク　　　　　　　　　　　　　320　ネジ（係止部材）
　320a 本体部　　　　　　　　　　　　　　　　320b 頭部
　330　封止剤　　　　　　　　　　　　　　　　500　隙間
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